
ア ジ ア 日 誌

6月 15日ー 7月 14日

I東ーアジア I

中国，台湾，南・北り！！鮮，モ‘ノ

ゴル，チペット，香港， 日本

6月 15日

令韓国軍事政権，銀行預金の一部の

陳結を解除。

令大蔵省，三菱商事の韓国向けのテ

レビ輸出に延べ払い延長を許可。

6月16日

命韓国，宋首相と千財務長官辞任。

6月 18日

令斡国朴議長，内閣首班を兼任する

ことに決定。これで大統領代行と最

高会議議長の三1骰を兼任となる。

6月 19日

唸中国人民政治協商会議全国委員会

常務委員会の第31回会議開会。

令北京市第4期人民代表大会， 彫真

氏を北京市長に選出。

令アメリカは駐韓アメリカ軍の裁判

管轄権に関する行政協定交沙再開に

条件づきで同意。

6月20日

0中国，時計・自転車などの輸入関
税を大説に引き上げ。

令アメリカ当局筋，金門馬祖の対岸

に中共軍が大挙集結中と言明。

令北朝鮮最高会謡開会。 南北不可侵

協約締結と，アメリカ軍撤退後の緊

張緩和のため双方の軍隊を絋小する

ことを南朝鮮に提案。

令ケネディ大統領，駐日経済担当公

使にガードナー氏を任命。

6月22日

令毛主席，中国訪問中の朝鮮議会代

表と会見。

令国府国防省， 中共軍の攻撃に備え，

金門馬祖の守備隊に智戒体制を取ら

せたと発表。

6月23日

令中国政府筋， 「ア メリカの支援で

蒋介石一味が中国沿海地区への侵入

を準備している」と詔る。

命中国，ラオス新政府を承認。

命駐ボーランド中共大使， ワルシャ

ワでアメリカ大使と会談。ここで台

窃海昧の軍事行動についてアメリカ

に直接の警告。

等北朝鮮赤十字，北朝鮮帰遥協定の

1年延長を申し入れ，日赤，延長は
断わる旨近く 回答するみこみ。

6月24日

◇中ソ科学技術協力委員会， 来年度

の科学技術協力計画を承認。

令フェイ・アメリカ海軍次官， 金門

島を視察。

6月25日

命香港紙，中国の沿岸兵力増弥につ

き国府のかく乱工作と報道。

◇アメリカの国府駐在新大使， 着任

の際ケネディ大統額から蒋総統に親

魯を携行する予定と語る。

令ラスク・アメリカ国務長官， ヒュ

ーム・イギリ ス外相との会談で「中共

は大規模な攻撃を企図していない」

と意見が一致。

◇北京商談につき，国際貿易促進協

会は「西欧の“延べ払い攻勢”でわ

が国の対中共輸出はふるわず，成約

高はわずかに4億円にとどまってい

る」と発衷。

令キャラウェー沖縄高等弁務官，沖

羅自民党幹部に減税中止を要望。

令防衛庁海上稲僚筋の情報によれ

ば，枇須賀の第7艦隊はほとんど出

動している。

6月26日

◇中国労組代表モロッコ羞。

合アメリカ国務省スボークスマン，

「アメリカ艦隊の移動について日本

政府に情報を知らせた」 と語る。

會アメリカ太平洋艦隊司令部スボー

クスマ ン， 「第7艦隊は台湾方面に

配置されたが，そのなかには横須賀

基地の艦隊も含まれている」と酋明。

念池田首相， 「アメリカ第7艦隊の

出港は事前協議の対象にはならな

い」と語る。

6月27日

咆ケ大統領27日の記者会見で，台湾

海峡での武力行動について中固に公

然と笞告を発した。

6月28日

魯中国とユーゴ，バーター議定書に

調印。

令アメリカが国府軍による中共攻撃

に全而的反対であるむね国府側に通

告したと伝え られる。

令韓国， 「言論政策」を発表。新聞

の統合，腐敗記者追放のねらい。

6月29日

令朱徳中国全国人民代表常務委員

長，台湾情勢の悪化はアメリカの陰

謀によ るものと非錐。

6月30日

今日本政府，西バキスタンに電気通

信研究センター設置の方針をきめ，

7月6日に調査団を派逍する。

7月1日

令ワ）レシャワでアメリ カ・中国会談。

台湾海峡の緊張緩和をはかる。

7月3日

令中国 ・チェコ科学技術協力議定椒

調印。

⑥日本政府，カンボジアの対日ガッ

ト35条援用を阻止するため， カンボ

ジアに対して農業開発のための総合

援助を実施する方針をかためた。

7月4日

令中国，帰国華僑のため新大学開設。

令大蔵省，インドネシアから要求さ

れている賠低引き当て｛昔款につい

て，全額は応じられないとしても，

一部には応じるとの方針を決定。

令プラ イス米下院議員，「アメ リカは、

極東に耽兵を続ける必要がある間は
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沖縄を返避しないだらう」と語る。

7月5日

念カーク駐国府アメリカ大使，蒋総

統に信任状を提出。

令東久適，片山，石橋元首相， 「ア

ジアの平和を維持のため台湾海峡の

平和を望む」旨のアヒ ー゚ルを発表。

7月6日

帯国府，ケネディ親書で，大陸反攻

に関して苦境におちいる。

令国府， ラオスの中国承認に抗議。

7月7日

令中印両国， 大使交換を中止。

7月8日

令中国西北部で古代の宮殿等発見。

7月10日

◇中国共産党，政府指導者，モンゴ

）レ革命記念日にメッセージを送る。

令中国 ・ギニア今年度貿易謡定雷に

調印。

7月 11日

合朝鮮休戦委朝中側代表，アメリカ

側に抑留漁夫引き渡しを要求。

令中国が 6万4000トンの鋼材買い付

けを日本に申し出た。

令日本鉄鋼業界，中国向け鉄鋼の延

ベ払い輸出につき本格的検討開始。

7月12日

令中国とイン ド， 国境紛争で非難応

酬。双方とも発砲は禁止。

7月 13日

令中国， 「イ ンドが中日」国境で軍事`

衝突を挑発している」と非難。

急北朝鮮紙， アメ リカの南朝鮮での

戦争準備蝶鋸。

令韓国，封鎖された銀行預金の 3分

の1(}）封鎖を解除。この措樅は通貨

改革の失敗を事実上認めたもの。

令日本，国連偵 500万ドルを買うこ

とを苔約。金額で第6位。

I東南アジア I

フィリピン，クイ， 南 ・北ヴェ

トナム， ラオス，力` ノポジア，

マラヤ， ．ンソガボール， イソ トず

ネシア，北ボルネオ，サラワク

6月 15日

命ラオス国民厳会，ラオス3派の辿

合政府樹立に関する協定を承認。

6月16日

令プーマ派， ラオス議会が 3派首脳

会談の結果を承認したことと，アメ

リカの援助再開の決定を非難。

令カンボジアに日本が農業， 函産，

医療の 3センタ ーを設置するため近

＜協定に署名のはこび。

6月17日

令サリッ ト・ タイ首相，カンボジア

がタ イ・カ ンボジア国境に軍隊を出

動させたと非難。その後タイ も国境

に増援部隊を派泄すると発表。

喩エイムリ ・イギリス航空相，南ヴ

ェトナム訪問。

令ウ国連事務総長，インドネシアに

西イ リアン交渉の再開を要諮。

◎オラ ンダ， 西イリア ン解決のため

のバンカ ー調停案を受諾。

6月18日

令ラオス新政府成立遅れる。新政府

成立布告のなかに「国会が連合政府

樹立協定を承認したので新政府がつ

くられた」とあるのに中立 ・左派が

反対したため。

令イン ドネシア， 日本に砂糖の輸出

を申し入れる。

6月 19日

令タイ ，国際司法裁がタ イ・ カンボ

ジア国境紛争に関してタイに不利な

裁定を下したことに憤慨し， ラオス

会議と SEATO代表部から代表を

引き揚げた。

令ラ オスのプーマ殿下， ノサパン将

軍が「 3派の軍，行政機構が統合さ

れるまで，連合政府は権力を行（吏す

べきでない」と提案していることに

対して非難の声明を発表。

6月20日

令ヴェ トナム労働党，北ヴェトナム

の工業化についての決説を採訳。

令ラオス右脈，連合政府就任に関す

る勅令中の「国民議会承認」 を述べ

た個所の削除を拒否。

令ウ国述事務総長，イ ンドネ シアに

対して， 「オランダは施政権の譲渡

を認めている」と保証。

6月21日

令タイ・サ リット首相，タ イ・カン

ボジア国境紛争に関して国際司法裁

の判決に従うと発表。

魯南ヴェトナム人民武装部隊，蒋介

石残存部隊を攻撃。

令南ヴェトナムで 2カ月問に 100万

人余りの反アメリカ集会。

昏ラオス新政府任命に関して全権の

国王委任に 3派の意見が一致。

會アメリカ，西イ リアン交渉につき，

26日に交渉再開を提案。

6月22日

令フィリビン副大統領， 「フィリヒ°

ンは北ボルネオにたいする領有権を

主張するため国連滋章のワク内であ

らゆる手段をとる」と語る。

令タイ，対ボーランド貿易禁止。さ

きの国際司法裁裁定の裁判長をポー

ラン ドの判事が勤めたためらしい。

拿ホー・ チミン北ヴェト ナム大統領

訪ソ。

6月23日

令南ヴェトナム解放戦線，代表団を

海外に派遣。

◇ラオス臨時連合政府， パッタナ国

王の任命で成立。

令インドネシア軍部異動。ナスチオ

ン国防省兼陸軍参謀長を陸海空軍，

啓察を含めた国軍総参謀長に任命。

また陸軍参謀長にはアハマド ・ヤニ

少将を任命。

令オランダ共産党，政府の西ィリ ア

ン政策を非雉。

6月24日

今ラオス新政府，初閣議を開き，そ

の後ラオス全土に停戦命令を布告。

今ラオス情報相， アメリカ軍のタ イ

駐留に抗議する声明を発表。

6月25日

令訪米中のフィリビン副大統領，ア

メリ カ・フィ リヒ ン゚問に新しい軍事

姑地協定を結ぶこと，アメリカ基地

の一部を返遠希望など演説。

令ヴェトナム監視委 「アメリカにも

違反行為がある」 と報告。

令アメリカ国務省，ヴェトナム国際

監視委の報告に関して声明を発表。

會ヴェトナム人民軍， ゴ・ジンジ ェ

ム軍へのアメリカ上陸用舟艇引き渡

しを非難。

令ラオス宵年 ・学生代表団北京着。

令オランダ外務省， インドネシア兵
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新降下につきアメリ カと事態を協議

すると発表。

6月26日

命アメリカ国際開発局，先に伝えら

れた南ヴェトナムの 「ア メリカ品優

先買付」の緩和1！こついて 「大幅な免

除は認めない」と発表。

令ラオス人民，ナムタで臨時連合政

府成立の祝賀大会を開く 。

令オラ ンダ，インドネ シアの23日の

西イリアン攻撃に強い抗議。

6月27日

令南ヴェト ナム海軍，フィ リビンで

アメリカ軍の訓練をうける。

6月28日

令ケネディ大統領，眈ラオス大使I'こ

アンガー氏を任命。

6月29日

令北ヴェトナム工業， 今年度上期の

生産目標を超過達成。

令Iりテト ・ラオ，抑留イギリス人を

釈放。

令イギリス外務省スボークスマン，

「ラオス国際会議にタイも参加する

ことになった。協定は15日までに調

印されよう」と語る。

6月30日

令ラオス政府筋，中共，ボーランド，

東独の承認ほぼ確実と言明。

7月1日

舎アメリカ国防省，駐タイ海兵隊の

うち1000人がそれぞれの所属艦隊に

復帰すると発表。

7月2日

令ラオス国際会議開く。

令ソ連ラオス新連合政府に60万ド

ルの援助を申し出た。

令オランダ植民地主義者，西イリア

ンでイスラエル製兵器を使用。

7月3日

會ソ連，イギリスヘ覚え書きを手交。

この中で北ヴェトナムが南ヴェトナ

ムの無秩序の原因であるとのイギリ

スの主張を否定，またアメ リカ軍の

南ヴェトナム引き揚げを主張。

令ラオス，北ヴェトナムと外交関係

の樹立を決定。

令スカ）レノ大統領， ウ国連事：務総長

に 「西イリ アン問題についてオラン

II8 

ダ側の態度を打診するためワシント

ンに代表を派遣する」と通告。

7月4日

も南ヴェトナム， ラオスが北ヴェト

ナムを承認したことに対して抗議。

7月5日

令南ヴェ トナム，註ラオス大使召遠。

令ハリマン米国務次官補， プーマ首

相と会談。 ラオスをSEATOの防
衛範囲から除外する問題を協議。

令 「ラオスの声」放送，国籍不明の

ジェ、ノ ト機侵入に抗議。

命サラワ クで政党幹部の逮捕に抗議

集会。

7月6日

令南ヴェ トナム人民，戦略部落を破

腹。

令南ヴェ トナム民族解放戦線代表

団，プラハからモスク ワヘ。

吻カンボジア放送，東南ア条約機構

の対ラオス 「保護」取消しを要求。

7月8日

令ヴェトナム人民軍，アメリカの南

ヴェトナム侵略に抗議して 「反米闘

争月間」を展開。

令ルイ・サイヤン世界労連書記長，

南ヴェトナムに対するアメリカの侵

略を非難。

7月9日

令ラオス中立宣言承認さる。

令ラオス中立宣言に関して，外国軍

隊の撤退とSEATOの保蔑を認め
ない点で合意に到逹。

7月10日

令ラオス停戦委初会議。ラオス政府

が6月26日宣言した停戦を実施する

方法を討談するため。 ' 

7月 11日

令ラオスのサバナケット派軍隊，解

放区攻撃命令を拒否。

7月 12日

命アメリカ， タイヘ空軍増援部隊派

辿。

命マラヤ「死の鉄道」協会， 日本に

戦時中の犠牲者補償を要求。

令ィン ドネシア駐ソ大使，オ ランダ

との会談のためワシントン入り 。

参インドネ シア政府，アメ リカの錫

放出決定を非難。

7月 13日

◇アメリカ国務省，西イリアン問題

に関するインドネシア・オランダ会，

談が開かれたと発表。

7月 14日

令インドネシア平和委，台湾，イス

ラエルのアジア大会参加に反対する

声明を発表。

I南アジア I
イソド， バキスクソ， セイ ロン，

ビルマ，ネパール， ブークソ`

6月15日

令ハンフリー米上院議員，インドが

中印国境誓備補給にソ述製のヘリコ

プタ ーを使っていると発表。

6月 18日

令パキスタン政府，駐中共大使にラ

ザ少将を任命。

6月21日

令アメリカからインドヘの2億8000

万ドルの借款供与に関する，アメリ

カ・インド借款協定が調印さる。

6月23日

令ネール首相，アメリカ・イギリス

のゴア ・カシ ミール問題にとった態

度は反ィンド的であると非難。

會ビルマのバンガード紙， 南ヴェト

ナムに2000人以上の 日本人が軍事専

門家の名で活動していると報道。

7月2日

令ビルマ平和委全国大会，民族解放

運動支持を決議。

7月3日

◇セイロンでアメリ カ石油会社の労

働者ス トに入る。

7月4日

令ビルマ革命評議会， 「社会主義へ

のビルマの政党」をつくると発表。

7月6日

令インド外貨準備減少し， 10億Jレヒ°

ーの大台を割る。

7月9日

命ビルマ革命評議会，大学6校を閉

鎖し， 教育制度を再検討すると発表。

7月10日
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令インド政府， 「中共軍がラダクの

インド陣地を包囲 している」と抗議。

拿 IMF, イン ドに 1億ド）レのスタ

ンド ・バイ・クレジット与える。

7月13日

令インド軍， 「中共がこれ以上進軍

すれば発砲する」 と言明。

I西南アジア I
アフガニスクン，イラソ，イラ

ク， サウジアラビア， レバノン，

ョルダソ，イス ラエル， 、ンリア，

バーレソ クェ ー ト，カク ール

7月4日

令イラク ・アラプ連合技術協力議定

書調印。

Iアフリカ l
6月15日

吟カサブランカ派首脳会談開く (15

~17日）。

6月 16日

令カサプランカ首脳会議，アフリカ

共同市場設立への措置をとるべきだ

との同会議経済委の勧告を確認。

會国連のA・Aグループ，南ローデ

シア問題解決のため，国連総会がイ

ギリスにたいし，新憲法制定会議を

開くよう求める決議案を提出。

6月17日

會FLN, ヨーロッパ人 (OAS参

加）の大赦と治安軍参加を求めた0

ASの要求を認めた。

令ァルジェリア臨時政府の要請にも

とづき，アラブ連盟緊急理事会開催。

6月 18日

令国連， 南ロ ーデシア問題に関する

19カ国決誤案の討議始まる。

6月21日

令ガーナで「爆弾のない世界」会議

開会。エンクルマ ・ガーナ大統領演

説でア フリカ諸国の中立を強調。`

6月26日

令国連信託委，｝レアンダとウルンジ

の独立に関するAA決議案を可決。
令コンゴのツォンベ ・アドゥラ両氏

の再統一交渉決裂。

6月27日

令イギリス植民地相，ウガンダが10

月9日に独立すると発表。

6月28日

令タンガニーカ，12月から共和国と

することを決定。

令国連総会，「南ローデシアの自治」

についてのAA決議案を可決。

6月29日

令 「爆弾のない世界」会議終る。会

議は29日最後の総会でアフ リカ軍縮

会議の開催を提案。

7月 1日

争チュニジア ・ビゼルタ周辺のフラ

ンス軍事施設を接収。

令ソ連および中国，）レワンダ ・プ）レ

ンジ両国を承認。

令アルジェ リア民族自決投票実施。

令）レワンダ大統領，独立記念式典で，

「中立政策をとる」と言明。

7月2日

命）レワンダ，ブルンジ独立を宜言。

7月3日

會ア）レジェリ アの自決投票の開票結

果発表。 99.7％が自決を支持。

令アメリカ，アルジェリアを承認。

令エンクルマ ・ガーナ大統領，レー

ニン平和賞を受賞。

7月4日

喰EEC6カ国とアフリカ18カ国の

閣僚，アフリカ諸国のEEC連契を．
取り決める新協定を作成。

7月6日

令ア）レジェ リァ臨時政府， 「モロ ッ

コ軍が侵入してきた」と発表。

7月9日

令ア）レジェリア両派，和解会談開く。

7月 10日

令ア）レジ・ェリ ア暫定政府，新議会の

選挙を 8月12日に実施すると決定。

令アラプ連合，イギリスの資産没収

を決定。

7月11日

令ア）レジェ リア内紛打開のための ラ

バト会談突然中止。

7月12日

令コン ゴの国連軍， カタンガ州大統

領が約束に反してエリザペト ビ）レヘ

兵力を導入したため，同市を封鎖。

7月 14日

令モロッコの通信社マ グレブ ・アラ

ブ通信， 「ア）レジェリア， フランス

両軍が越境しモロ ッコの前線基地を

占領した」と伝えた。

Iその他 I

6月 16日

令世界労連，アメリカの対キュ ーパ

干渉に警告。

6月26日

令ソ連国連代表団， 9月の国連総会

の議題に 「南朝鮮からの外国軍隊の

撤退問題」を含めるよう要請。

6月28日

令フルシチョフ首相， 「極東に非核

武装地帯をつくることが煎要」であ

る旨の返書を日共に送る。

令アメ リカ海軍，サイパンの行政権

をアメリカ内務省に引き渡す。

6月29日

令AA連帯委， アメリカの南ヴェト
ナム侵略を非難。

7月 1日

令エルサルバドル大統領にカルバ ヨ

中佐が就任。

7月2日

拿アメリカ第7艦隊司令官， 「アメ

リカ海兵隊の一部がタイから撤収を

はじめており， 日本から フィリビン

へ再股閲を行なっている」 と言明。

7月5日

令国連調査団，オース トラリア信託

統治領ニューギニアに自治を与える

よう勧告。

7月6日

令ソ連 ・ユーゴ議定書調印。両国の

経済関係拡大につき合意に到達。

7月7日

令アメリカ情報機関筋，ソ連は中国

軍事援助を続行していると述べた。

7月9日

令中立国経済会談開く。

令 「全面軍縮と平和のための世界大

会」開く。

I I9 




